
　

常
磐
線
岩
間
駅
か
ら
南
西
へ
、
愛
宕
山
に
向
か
っ
て

約 

一 

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
国
道
三
五
五
号
を
渡
り
、
下
郷

と
泉
の
境
に
笠
間
市
郷
土
資
料
館
が
あ
り
ま
す
。

　

本
館
は
、
昭
和
六
十
年
（ 

一 

九
八
五
）、
岩
間
中
央

公
民
館
脇
に
、
岩
間
町
図
書
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。

平
成
二
十
年（
二
〇
〇
八
）
に
図
書
館
が
市
民
セ
ン
タ
ー

い
わ
ま
内
に
移
動
し
た
後
、
郷
土
資
料
館
と
し
て
地
域

の
資
料
を
保
存
す
る
岩
間
地
区
唯 

一 

の
施
設
で
す
。

　

館
内
に
は
、
上
郷
西
寺
遺
跡
出
土
の
「
円え

ん
め
ん
け
ん

面
硯
」、

長
堤
遺
跡
出
土
の「
銅ど

う

造ぞ
う

桧ひ

垣が
き

秋あ
き

草く
さ

双そ
う

雀じ
ゃ
く

鏡き
ょ
う

」、
安あ

ご居

東
平
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
騎き

兵へ
い

長ち
ょ
う

十じ
ゅ
う

」
と
記
さ
れ

た「
墨ぼ

く

書し
ょ

土
器
」、
弓
矢
に
使
わ
れ
る「
雁か

り

股ま
た

式し
き

鉄て
つ

鏃ぞ
く

」

（
い
ず
れ
も
市
指
定
文
化
財
）、
八は

ち
ま
ん幡

太た

郎ろ
う

義よ
し

家い
え

の
伝

説
に
ま
つ
わ
る
大
量
の
「
焼
き
米
」、
他
に
も
笠
間
焼

の
壺
類
な
ど
貴
重
な
文
化
財
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、『
友
部
町
史
』 『
岩
間
町
史
』
な
ど
、
今
ま

で
に
発
刊
さ
れ
た
書
籍
に
収
録
さ
れ
た
古
文
書
類
や

古
写
真
を
は
じ
め
、
地
域
に
眠
っ
て
い
る
貴
重
な
歴
史

資
料
な
ど
、
数
万
点
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
主
に
市
史
研
究
員
が
地
域
の
歴
史
研
究
や

史
料
整
理
に
利
用
し
て
お
り
、
新
た
な
歴
史
的
発
見
、

研
究
に
向
け
て
地
道
な
作
業
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

正
面
玄
関
か
ら
外
へ
目
を
向
け
る
と
、
市
内
最
大

の
円
墳
「
御ご

前ぜ
ん

塚づ
か

古
墳
」（
市
指
定
史
跡
）
が
目
に
入

り
ま
す
。
直
径
約
六
十
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
約
六
メ
ー
ト

ル
、
周
溝
を
含
め
た
全
長
は
約
百
メ
ー
ト
ル
に
及
び
ま

す
。
五
世
紀
前
半
の
も
の
と
さ
れ
る
古
墳
で
、
円
筒

埴
輪
片
が
出
土
し
、
ま
た
、
か
つ
て
南
裾
に
石
棺
が
置

か
れ
て
い
た
と
の
言
い
伝
え
も
あ
り
、
ヤ
マ
ト
王
権
に

つ
な
が
る
中
小
首
長
の
墓
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
の
古
墳

の
南
側
に
は
、
ほ
ぼ
同
規
模
の「
藤
塚
古
墳
」
が
存
在

し
、
周
囲
に
は
さ
ら
に
大
小
数
基
の
古
墳
が
確
認
さ

れ
、
古
墳
時
代
の
繁
栄
が
窺
え
ま
す
。

　
こ
の
場
所
は
、
昭
和
二
十
年
代
に
旧
岩
間
第一中
学
校
、

同
四
十
六
年
（ 

一 

九
七 

一 

）
に
完
成
し
た
中
央
公
民
館
の

跡
地
で
あ
り
、
春
の
時
期
に
は
満
開
の
桜
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
南
側
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
町
の
運
動
会
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
で
は
、
公
民
館
も
解
体
さ
れ
、
ひ
っ
そ
り

と
空
き
地
が
広
が
り
ま
す
。
是
非
こ
の
歴
史
的
環
境
を

維
持
し
な
が
ら
、
昔
の
よ
う
に
地
域
の
人
達
が
楽
し
め
る
、

賑
わ
い
の
あ
る
利
用
を
考
え
て
い
け
た
ら
と
思
って
い
ま
す
。

（
市
史
研
究
員　
川か

わ

﨑さ
き 

史ふ
み

子こ

）

【問い合わせ】 生涯学習課（内線382）

笠
間
市
郷
土
資
料
館
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